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今月の神奈川ネット
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神奈川ネットへのカンパは、三菱UFJ銀行　横浜支店　普通預金口座3516141　口座名：カンパ口神奈川ネットワーク運動　カンパのお願い

子宮頸がん（HPV）ワクチン
  アンケート調査にご協力ください

https://forms.gle/qqn4nxKoQ8Txhx2K8

　
　
　
　
　
　
　

今
回
、
県
内
各
自
治
体
の
予
算
案
を
調
査
し
た
。予
算
は
市
民
に
と
っ
て
も
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、知
り
た
い
情
報
の
一
つ
だ
▼
し
か

し
、
各
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し
て
も
た
ど
り
着
く
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
。キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で「
令
和
4
年
度
予
算
案
」と
検
索
し
て
も
す
ぐ
に
出
て
く

る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、議
会
の
ペ
ー
ジ
で
議
案
一
覧
か
ら
よ
う
や
く
出
て
く
る
自

治
体
が
多
い
。中
に
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
が
な
い
自
治
体
も
あ
り
、市
民
は

情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
▼
市
民
の
税
金
に
よ
っ
て
予
算
は
組
ま
れ
て
お
り
、

情
報
公
開
は
当
然
の
責
務
だ
。各
自
治
体
に
公
開
を
求
め
た
い
。　
　  (

C
・
M
）

「働く」を考える
小室たかえ(ネット横須賀/市議）

　
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に

続
く
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
11

年
と
な
り
ま
す
。未
だ
に
全
国
で
3
万
8
千

人
も
の
人
が
避
難
生
活
を
続
け
、
廃

炉
作
業
は
難
航
し
、
処
理
水
の
海
洋

放
出
決
定
等
、課
題
は
山
積
で
す
。放

出
に
は
東
北
沿
岸
の
殆
ど
の
自
治
体

が
反
対
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
、1
月

27
日
、
原
発
事
故
後
甲
状
腺
が
ん
に

な
っ
た
6
人
の
若
者
が
、
東
京
電
力

に
健
康
被
害
を
訴
え
賠
償
責
任
を
求

め
て
裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
は
事
故
当
時
18
歳
以
下
の

38
万
人
を
対
象
に
し
た
甲
状
腺
検
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

に
福
島
県
内
だ
け
で
約
3
0
0
人
が

甲
状
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
2
0
0
人

以
上
が
手
術
を
受
け
て
い
ま
す
。国

は
原
発
事
故
と
が
ん
の
因
果
関
係
を

認
め
て
、
早
急
に
健
康
被
害
に
よ
る
医
療
と

生
活
の
保
障
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
一
方
で
、
原
発
事
故
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保

の
あ
り
方
を
私
た
ち
に
問
い
続
け
て
い
ま

す
。気
候
危
機
が
迫
り
世
界
的
な
脱
炭
素
化

の
流
れ
の
中
で
、
昨
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。2
0
2
0
年
10
月
の

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
い
切
っ
た
総
電
力
需

要
の
削
減
想
定
を
せ
ず
、
化
石
燃
料
に
頼

る
も
の
で
す
。方
針
に
は
低
コ
ス
ト
を
掲

げ
、
石
炭
火
力
に
つ
い
て
は
廃
止
の
考
え

は
な
く
、
大
幅
な
削
減
も
し
な
い
電
力
構

成
で
す
。加
え
て
、
原
発
に
つ
い
て
は
新
増

設
の
明
記
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
2
割
の

目
標
設
定
を
継
続
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
改
定
に

あ
た
り
、
各
地
域
で
は
生
活
ク
ラ
ブ
生
協

各
コ
モ
ン
ズ
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
早
期
拡
大
や
脱
原
発
を
求

め
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
の
陳
情
請
願
等

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。私
た
ち

市
民
は
、
日
々
の
生
活
で
省
エ
ネ
を
実
践

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
を
選

択
し
て
い
ま
す
。今
後
も
石
炭
火
力
の
早

期
削
減
と
新
規
発
電
所
建

設
の
中
止
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
早
急
に

高
め
る
政
策
の
推
進
を
求

め
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

個人情報保護を後退させない
保坂れい子 (ネット鎌倉/市議）

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
社
会
学
者
の
上
野
千
鶴
子
さ
ん
を
講
師

に
ユ
ニ
ッ
ト
共
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
上
野
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
福
祉

現
場
に
赴
き
研
究
を
重
ね
、
介
護
保
険
制

度
の
危
機
や
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
独
自

の
視
点
で
発
信
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
だ
け
で
は
支
え
き
れ
な
い

今
の
社
会
に
必
要
な
支
援
は
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
移
動
支

援
、成
年
後
見
、社
会
参
加
、市
民
参
加
だ

そ
う
で
す
。私
た
ち
は
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
る
以
前
に
「
将
来
自
分
た
ち
が
受
け

た
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
今
か
ら
作
ろ

う
！
」と
、ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

と
し
て
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ビ
ス
を
地
域

に
作
り
だ
し
ま
し
た
。「
生
活
ク
ラ
ブ
と
福

祉
ク
ラ
ブ
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
っ
て
す
ご

い
！
」と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
上
野
さ
ん
は
、「
在
宅
ひ
と
り
死
に
つ
い

て
、自
分
の
課
題
は
認
知
症
。だ
が
認
知
症

予
防
と
い
う
言
葉
が
嫌
。そ
れ
よ
り
、認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
在
宅
で
過
ご
せ

る
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」「
介

護
力
が
な
け
れ
ば
家
に
居
ら
れ
な
い
。医

療
よ
り
看
護
、看
護
よ
り
介
護
！
」だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
話
を
聞
い
て
、
介
護
は
い
ず
れ
多

く
の
人
が
通
る

道
、
今
の
政
権
、

こ
の
ま
ま
の
制

度
で
は
大
変
な

こ
と
に
な
る
、

社
会
を
動
か
す

の
は
市
民
の
力

な
の
だ
と
、
改

め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
ト
ブ
ロ
ツ
ア
ー

山
崎
さ
ゆ
き(

大
和
市
民
会
議
/
市
議
）

　「
か
な
が
わ
の
朝
鮮
学
校
交
流
ツ
ア
ー

2
0
2
2
」( 
ト
ブ
ロ
ツ
ア
ー) 

に 

参
加

し
ま
し
た 

。 第
1
部
の
講
演
会
で
は
、明

治
学
院
大
学
教
授
の
チ
ョ
ン・ 
ヨ
ン
フ
ァ

ン
さ
ん
か
ら
「
朝
鮮
学
校
の
歴
史
」
を
学

び
ま
し
た
。 朝
鮮
学
校
は「
皇
民
化
政
策
」

に
よ
り
、
廃
止
命
令
が
出
た
か
と
思
え
ば

戦
後
は
、
朝
鮮
人
も
日
本
の
学
校
に
就
学

す
べ
し
と
公
立
校
の
分
校
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま 

し
た
。そ
の
後
、
日
本
国
民

で
は
な
い
の
で
教
育
を
受
け
る
権
利
は

な
い
と
分
校
が
廃
止
に
な
っ
た
り
、
自
主

的
に
学
校
を
創
っ
て
も
正
当
な
学
校
と

位
置
付
け
ら
れ
ず
、
大
学
等
の
受
験
資
格 

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
、
日
本
の
政
策

に
よ
り
ず
っ
と
翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
し
て
現
在
も
高
校
無
償
化
か
ら

外
さ
れ
る
な
ど
、「
学
校
」 と
し
て
の
権
利

を
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
困
窮
し
た
大
学
生
に
対
す
る
学
生
支

援
緊
急
基
金
の
対
象
か
ら
朝
鮮
大
学
は
外

さ
れ
て
い
ま
す
。 　
第
3
部
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
よ
う
な

差
別
が
あ
る
現
状
に
対
し
、
高
校
生
か
ら
、

差
別
を
な
く
す
た
め
の
横
浜
駅
前
で
の
署

名
・
街
宣
活
動
や
文
部
科
学
省
前
で
の
訴

え
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者

の
ひ
と
り
か
ら
は
「
今
ま
で
平
和
や
人
権

を
重
ん
じ
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
今

日
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
な
い
こ

と
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
暴
力
に
加
わ
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
」
と
い
う

意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　 

差
別
や
偏
見
は
、
相
手
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
無
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。人
と
人

と
の
交
わ
り
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
こ 

れ
か
ら
も
ト
ブ
ロ
ツ
ア
ー
に
大
ぜ
い
の
市

民
が
参
加
し
、
理
解
が
進
む
よ
う
発
信
を

続
け
ま
す
。

市
民
の
力
で
社
会
を
動
か
す

河
村
ひ
と
み(

高
津
we
ネ
ッ
ト
）

   地域のうごき
   地域のうごき

川崎川崎

東日本大震災から11年
加藤陽子（座間市民ネット）

　2021年 5月、国はデジタル改革関連法の一部として、個人情報保護法を改正
しました。改正法の施行は 2 段階で行われ、2023 年春には国の行政機関に関
する規定が自治体にも適用され、自治体は2022 年度中の個人情報保護条例の
改正を迫られています。
　改正法は、自治体によって条例の規定に差異があることを「データ流通を阻害
するもの」と捉えて、国と同じルールに合わせて画一化しようとしています。見直し
を迫られる条例の規定には、要配慮個人情報の取扱い制限、個人情報を本人か
ら収集する原則、オンライン結合による個人情報の提供の制限などがあります。ま
た、自治体が設置する個人情報保護の運営審議会に諮問できる事項を極めて限
定的なものにし、審議会の権限と機能を弱めているのは、非常に大きな問題です。
　さらに影響の拡大が心配されるのが、行政機関等匿名加工情報の導入です。
民間から「匿名加工した個人情報を利活用したいので提供してほしい」と言われ
たら原則断れなくする制度です。当面は都道府県と指定都市だけがこの義務付
けの対象になりますが、一定期間の後に一般市にも義務付けが及ぶ可能性があ
ります。
　条例改正にあたっては審議会に諮問することが必須ですが、個々の規定が改
正法に照らして見直す必要があるかどうかだけを諮問するのでは不十分です。国
が掲げる「個人情報保護とデータ流通の両立」を敢えて真正面から受けとめ、個
人情報保護の後退を最小限に食い止める条例改正となるよう求めていきます。神
奈川から自治のモデルを作っていきましょう。

　第15回ワーカーズ・コレクティブネットワークジャパン
（ＷＮＪ）全国会議ｉｎ神奈川に参加しました。テーマは「孤
立や分断を協同の力でつなぎ持続可能な地域社会をつく
ろう」です。
　2日目の全体会では、大阪市立大学准教授の斎藤幸平
さんの基調講演「協同と連帯による持続可能な地域社会
づくり～生産手段と地球を『コモン』として～」を聞きまし
た。コロナ後の社会は、コロナ禍の経験が生きる社会であ
るべきで、単なる経済のⅤ字回復でなく、別の道を模索する必要があるといいます。しか
しそれは、行政や政治家や企業に任せておかず、市民もまたコモンズとしてお互いが存在
を認め合い、自治していくことが大事で、斎藤さんは、そのためのアソシエーションの必要
性にも言及されました。協同組合の出番です。
　働き方についても、ブルシット・ジョブの蔓延とエッセンシャルワークへの軽視がある
と、斎藤さんは指摘します。このことは、パンデミックへの対処をますます困難にしている
ともいい、暮らしになくてはならないのがエッセンシャルワークであるとしました。仕事に
誇りを持てること、ふさわしい対価があることが大事です。目先の豊かさや一部の人の豊
かさが、社会の持続可能性を阻んでいるのではないか。自己責任論とは違う、自治を進め
ることに明日の光があると思えた2日間でした。

■市民の生活・活動法律相談：3/23（水）
■第1回運営委員会：3/24（木）
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